
クマたちが棲む豊かな森を次世代に

どうすれば日本の森が守れるのか

香川県くまもり初講演

　日本全国、道路・トンネル・メガソーラー・巨大風車など、森林破
壊が止まりません。どうしたら日本の森が守れるのだろうか。水道水
の約半分を他県の水に頼っておられる香川県民のみなさんに自然保護
に関心を持ってもらえたらうれしいです。1992 年、絶滅寸前だった
兵庫県ツキノワグマを守ろうと、兵庫県尼崎市の中学生たちが当時理
科の先生だった森山まり子と共に立ち上がって大運動を展開。
　日本熊森協会は、大学生になった生徒たちと森山が、生涯かけて日
本の森を守ろうと、1997 年にクマをシンボルに結成した完全民間の
森林保全団体です。どうすれば日本の森が守れるのか。26 年間活動
後の結論です。

講演：日本熊森協会　名誉会長　森山まり子

四国山地のくまもり天然林化活動～四国山地のクマを絶滅させるな～

講演：日本熊森協会　主任研究員　水見竜哉

 2023 年

11 月 26 日 ( 日 )13 時半～ 16 時

香川県社会福祉総合センター 7 階第一中会議室 

一般財団法人 日本熊森協会  0798-22-4190

参加費：1000 円　学生無料

徳島県の那賀町、美馬市、神山町の標高 1500mの四国山地に計画されていた天神丸風力発電　

お申込み
event@kumamori.org

もしくは QR コード
からご予約ください

主催

JR高松駅より南に徒歩 15 分

香川県社会福祉
総合センター

に ほ ん く ま も り き ょ う か い
要予約制


